
編

集

後

記

編

集

後

記

第
六
十
三
回
定
期
総
会
報
告

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

県
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

第65回　富山県環境保健衛生大会

　
令
和
二
年
五
月
二
十
日
に
開
催
予
定
の
第
六
十
三
回
定
期
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
常
任
理

事
・
理
事
百
名
に
議
案
書
と
書
面
議
決
書
を
送
付
し
開
催
し
た
。

返
信
の
あ
っ
た
書
面
議
決
書
は
、
九
十
一
通
あ
り
、
次
の
四
議
案

全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

【
第
一
号
議
案
】
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
に
関
す
る
件

【
第
二
号
議
案
】
令
和
二
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
関
す
る
件
　

【
第
三
号
議
案
】
第
六
十
五
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
の
開

催
に
関
す
る
件  

【
第
四
号
議
案
】
令
和
二
年
度
本
会
役
員（
案
）の
承
認
に
関
す
る
件

　
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
って
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　
日
本
で
も
全
国
的
に
感
染
者
が
多
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
国
会
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、体
調
不
良
で
安
部
首
相
が
辞
任
し
、

新
し
く
菅
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
連
合
会
で
も
総
会
や
各
行
事
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、十
一
月
と

十
二
月
に
大
き
な
大
会
が
三
密
を
避
け
、マ
ス
ク
着
用
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
災
害
を
引
き
起
こ
す
地
球
温
暖
化
、そ
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
私
達
一
人
一
人
が
よ
り
強
い
意
思
と
や
さ
し
い
気
づ
か
い
を

も
って
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
延
期
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
無
事
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」が
小
惑

星
か
ら
地
球
に
試
料
を
持
ち

帰
る
こ
と
に
成
功
し
、い
ろ
い
ろ

な
面
で
期
待
さ
れ
て
い
る
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
編
集
委
員
会
も
変
わ
り
、令

和
二
年
度
は
、「
二
十
二
号
」一

回
だ
け
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
放
生
前
委
員
長
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
後

も
委
員
と
し
て
協
力
頂
け
る
の
で
心
強
く
思
って
お
り
ま
す
。

　
尾
田
新
委
員
長
の
も
と
皆
様
に
良
い
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

寺
田
　
記会長感謝状

県知事表彰

小中学生　ポスター・壁新聞表彰

会長表彰

令和2年11月7日（土）　場所：黒部市国際文化センターコラーレ

　
十
一
月
二
十
七
日
、当
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
。

　
県
連
や
市
町
村
協
議
会
の

事
業
を
掲
載
し
て
い
く
予
定
。

「
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連

合
会
」
で
検
索
。
ス
マ
ホ
で

も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

令
和
二
年
度
役
員

【
会
　
　
長
】

【
副
会
長
】

〃
　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃

【
専
務
理
事
】

【
監
　
　

事
】新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新

【
常
任
理
事
】

〃〃
　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃〃〃

【
常
任
理
事
】新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃〃〃

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

再
〃〃

　

　
〃
　

新

五
十
嵐
　
務

麦
島
　
紀
長

林
　
　
信
義

尾
田
　
喜
則

吉
田
　
裕
造

松
丘
　
弘
光

浦
出
　
義
一

浦
出
　
義
一

石
瀬
　
義
明

井
上
　
和
正

白
沢
　
富
治

白
江
　
祐
一

長
澤
　
邦
男

山
森
　
　
潔

村
上
　
公
生

林
　
　
泰
彦

坂
上
　
幸
義

駒
井
　
義
次

蔵
　
伊
佐
夫

杉
本
　
勝
美

石
垣
　
良
勝

谷
口
　
和
子

大
森
　
裕
一

長
勢
　
静
雄

神
田
　
忠
信

久
田
　
良
光

広
嶋
　
寿
雄

萩
原
　
　
勉

串
田
　
伸
男

林
原
　
克
巳

放
生
　
寛
治

井
上
五
三
男

大
塚
　
千
代

南
　
　
昭
仁

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

（
県
東
部
地
区
Ａ
入
善
町
）

（
県
東
部
地
区
Ｂ
滑
川
市
）

（
県
西
部
地
区
Ａ
射
水
市
）

（
県
西
部
地
区
Ｂ
南
砺
市
）

（
副
会
長
兼
務
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
県
東
部
地
区
上
市
町
）

（
県
西
部
地
区
小
矢
部
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

（
黒
部
市
）

（
入
善
町
）

（
朝
日
町
）

（
魚
津
市
）

（
滑
川
市
）

（
上
市
町
）

（
立
山
町
）

（
舟
橋
村
）

（
射
水
市
）

（
射
水
市
）

（
氷
見
市
）

（
砺
波
市
）

（
南
砺
市
）

（
小
矢
部
市
）

　
令
和
三
年
一
月
二
十
日（
水
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
で
、
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
県
主
催
の
「
県
民
総
参
加
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
連
合
会
も
今
年
度
よ
り
、
事
業
計
画
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
掲
載
し
て
活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
研
修
を

深
め
る
た
め
副
会
長
、
広
報
委
員
八
名
が
参
加
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、「
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

－

新
次
元
の
町
づ
く

り

－

」
と
題
し
て
株
式
会
社
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
研
究
所
　
代

表
取
締
役
関
幸
子
氏
が
講
演
さ
れ
た
。
関
氏
は
、
二
〇
一
八
年
か

ら
内
閣
府
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
評
価
・
調
査
検
討
委
員
を
さ
れ

て
お
り
、
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
施
策
を
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

少
子
化
問
題
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
地

方
に
お
い
て
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
つ

つ
、
環
境
等
に
配
慮
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

５
Ｇ
を
活
用
し
た
経
済
活
動
の
新
た
な

創
出
が
、
鍵
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
ま

た
、
人
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組
み
、
北
酸
株
式
会
社
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

https://www.toyama-kanhoeiren.org/

清
水
事
務
局
長
大
塚
委
員

秋
元
委
員
寺
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委
員

村
上
委
員 尾

田
委
員
長

広
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委
員

蔵
委
員
放
生
委
員
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第
六
十
五
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
を
開
く

　「
環
境
に
や
さ
し
く
　
健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、
令
和
二
年
十
一
月

七
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ

ー
「
コ
ラ
ー
レ
」
で
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
会
場
は
密
を
避
け
、
一
席
を
空
け
て
座
り
普

段
の
半
数
の
席
の
開
会
と
な
っ
た
。

　
演
壇
は
ア
ク
リ
ル
板
で
囲
ま
れ
、
そ
の
中
で
五
十
嵐
務
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続
い
て
富
山
県
知
事（
知

事
代
理
・
石
黒
雄
一
厚
生
部
長
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
地

元
開
催
市
で
あ
る
大
野
久
芳
黒
部
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
県
知
事
表
彰
と
し
て
、
永
年
環
境
保
健
衛
生

に
尽
力
さ
れ
た
個
人
四
氏
と
一
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。
次
い

で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表
彰
と
し
て
、
個
人
の
部
と
し
て

十
一
名
、
団
体
の
部
で
十
一
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

永
年
に
亘
り
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
四
氏
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に

関
す
る
優
秀
壁
新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
表
彰
で
は
、
壁
新
聞
の

部
で
四
名
の
小
学
生
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
二
十
七
名
の
中
学
生

の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
黒
部
市
環
境
衛
生
協

議
会
の
島
哲
雄
氏
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
来
賓
か
ら
富
山
県
議
会
議
長
（
代
理
筱
岡
貞
郎
副
議

長
）、 

辻
泰
久
黒
部
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
活
動
発
表
と
講
演
が
あ
っ
た
。（
別
掲
）

　
終
わ
り
に
大
会
宣
言
案
が
山
本
隆
黒
部
市
環
境
衛
生
協
議
会

副
会
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い

て
石
垣
良
勝
黒
部
市
環
境
衛
生
協
議
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、
次
年
度
の
開
催
は
射
水
市
と
な
っ
た
。

【
活
動
発
表
】

「
は
じ
め
よ
う 

プ
ラ
ス 

エ
シ
カ
ル
〜
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」

　
　
　
　
富
山
県
立
桜
井
高
等
学
校
　
生
活
環
境
科

　
平
成
八
年
度
の
学
科
改
編
で
設
置
さ
れ
た
本
校
の
生
活
環
境

科
で
は
、人
と
環
境
の
か
か
わ
り
に
お
け
る
諸
問
題
を
生
活
者
と

し
て
の
立
場
で
捉
え
、よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
人
材
の
育
成
を
目
標
に
し
て
い
る
。ま
た「
家
庭
」に
関
す
る
専

門
科
目
を
学
び
、生
活
産
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、学
校
で
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、家

庭
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
し
て
、校
外
で
の
交
流
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
。

　
発
表
で
は
、次
の
活
動
に
つい
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

・
高
校
生
が
持
ち
た
く
な
る
エコ
バッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン

・
海
岸
の
清
掃
、ご
み
の
調
査

・
ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
推
進
運
動

・
身
近
な
エコマ
ー
ク
商
品
の
調
査

　
学
校
以
外
の
機
関
と
も
連
携
し
、特
色
あ
る

活
動
の
紹
介
が
あ
り
、若
い
世
代
の
意
欲
的
な
活

動
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
と
共
に
大
変
参
考
に

な
る
発
表
で
あ
っ
た
。

【
講
　
　
演
】

演
題
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
る

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」

一
般
社
団
法
人
で
ん
き
宇
奈
月
　

代
表
理
事
　
大
橋
聡
司
氏

　
こ
の
民
間
組
織
は
、様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
産
学

官
の
連
携
を
主
導
し
、先
駆
的
な
地
域
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
団
体
で
あ
る
。

  

現
在
、宇
奈
月
温
泉
に
お
い
て
、小
水
力
に
よ
る

発
電
と
低
速
電
気
バ
ス
に
よ
る
公
共
交
通
事
業

を
導
入
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
を
構
築
す
る
事
業「
で

ん
き
宇
奈
月
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」を
推
進
し
て
い
る
。

　
平
成
二
十
一
年
か
ら
、地
域
の
主
体
形
成
を
目

的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、温
泉
熱
利

活
用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
。運
行
し
て
い
る
低
速
電
気
バ
ス
Ｅ
Ｍ
Ｕ（
エ
ミ
ュ

ー
）は
宇
奈
月
温
泉
の
象
徴
的
な
乗
り
物
と
な
っ
て
お
り
、県
内

外
か
ら
多
く
の
団
体
等
が
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
も
先
駆
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
の
観
点
か
ら
も
活
力
あ
る
活
動
内
容
に
大
変
学
ぶ
べ
き
も
の

が
多
い
講
演
で
あ
っ
た
。

日
　
時
　
令
和
二
年
九
月
十
七
日（
木
）九
時
三
十
分
〜
十
一
時

場
　
所
　
氷
見
市
海
浜
植
物
園
と
海
岸

参
加
者
　
六
十
九
名

研
修
内
容

「
美
し
い
富
山
湾
の
環
境
保
全
を
目
指
し
て

　
　
〜
海
岸
の
漂
着
ご
み
調
査
研
修
会
〜
」

講
　
師 

（
公
財
）環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

　
　
　
調
査
研
究
部
長
　
吉
森
　
信
和
氏

一
　
漂
着
物
の
調
査

・
海
岸
で
十
メ
ー
ト
ル
四
方
の
中
の
ご

み
を
班
別
に
収
集

・
植
物
園
の
芝
生
広
場
で
、
種
類
ご
と

に
分
別
し
、
個
数
と
重
さ
の
測
定

二
　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調
査
の
方
法

・
海
岸
で
ふ
る
い
を
使
っ
た
選
別
方
法

の
研
修

三
　
研
修
室
で
「
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
」
講
話
を
聞
く

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

　
富
山
県
の
海
岸
の
ご
み
の
約
八
割
は
県
内

か
ら
流
れ
た
ご
み
で
し
た
。

　「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

① 

ご
み
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
。

② 

ご
み
を
減
ら
す
。

③ 

海
・
川

　
　
身
近
な
場
所
を
き
れ
い
に
す
る
。

ま
と
め

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ
て
、

住
ん
で
い
る
富
山
県
を
「
み
ん
な
で
き
れ
い

に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
を
各
地
域
で
継
続

し
活
動
を
す
る
こ
と
が
、
海
岸
の
漂
着
ご
み

発
生
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
せ
ん
ま
い
け
。

第
一
回 

「
富
山
県
の
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
」

日
　
時
　
令
和
二
年
十
一
月
十
八
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
九
時
四
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

会
　
場
　
富
山
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
（
射
水
市
中
太
閤
山
）

参
加
者
　
二
十
三
名

　
富
山
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
内
に
「
環
境
楽
習
室
エ
コ
・
ラ

ボ
と
や
ま
」
が
昨
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
を
機
に
、
環
境

に
関
す
る
こ
と
が
楽
し
く
体
験
で
き
る
施
設
を
見
学
し
、
富
山

県
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
入
場
す
る
と
床
一
面
に
横
た
わ
る
立
体
富
山
県
地
図
（
立
体

メ
ガ
ネ
着
用
）
に
驚
か
さ
れ
た
。
次
に
立
体
的
に
見
え
る
地
球

儀
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
表
の
温
度
が
年
代
を
追
っ
て
推
移
し
て

い
く
様
子
を
色
の
変
化
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
未
来
の
天

気
予
報
図
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
三
十
年
後
に
4.5
℃
上
昇
す
る

と
表
示
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
か
っ
た
。
海
岸
漂
着
物
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
県
内
の
海
岸
漂
着
ご
み
の
80
％
が
県
内
の
ゴ
ミ
な
の

か
？
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
富
山
湾
の
地
形
を
使
っ
て
表
現
し
て

い
た
。
そ
の
他
環
境
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
放
射
線
や
大
気

汚
染
測
定
、
水
質
、
騒
音
の
調
査
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た
。

　「
エ
コ
・
ラ
ボ
と
や
ま
」
は
映
像
に
よ
る
展
示
や
実
験
を
通

じ
て
「
見
て
」・「
ふ
れ
て
」・「
学
ぶ
」
楽
し
い
施
設
で
、
ど

な
た
で
も
見
学
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

日
　
時
　
令
和
二
年
十
一月
二
十
九
日（
日
）午
後
一時
半
〜
四
時
半

場
　
所
　
県
民
会
館
四
〇
一
号
室

参
加
者
　
三
十
八
名

講
　
演 

「
三
大
疾
病
の
予
防
②
心
脳
血
管
疾
患
」

　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
金
沢
大
学
　
許
　
鳳
浩
氏

講
　
義
　
”あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
？
“

☆
血
管
内
皮
細
胞
機
能
と
心
疾
患
合
併
症

　
高
血
圧
　
糖
尿
病
　
脂
質
異
常
症
　
肥
満
　
加
齢

　
喫
煙
　
運
動
不
足
　
閉
経

　
　
　
←

　
血
管
内
皮
傷
害

　
　
　
←

　
動
脈
硬
化
の
発
生
↓
　

進
展
↓
　

破
綻

　
　
　
←

　
心
筋
梗
塞
　
卒
中
　
腎
不
全

☆
動
脈
硬
化
の
三
大
危
険
因
子

　
　
「
高
脂
血
症
」、「
高
血
圧
」、「
喫
煙
」

　
他
に
、糖
尿
病
、痛
風
、肥
満
、ス
ト
レ
ス
、加
齢
、性
差
な
ど

☆
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
に
は
：
予
防
が
大
切
！

　
・
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
　
客
観
的
に
自
分
の
体
を
知
る

　
・
運
動
習
慣
を
つ
け
る

過
度
な
運
動
も
健
康
を
損
な
う

　
・
食
習
慣
を
見
直
す

体
質
や
季
節
に
合
っ
た
食
事
、抗
酸
化
食
品
を
意
識
す
る

　
・
精
神
生
活
を
重
要
視
す
る

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る

　
・
休
養
の
質
を
高
め
る

良
質
な
睡
眠
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン
を
心
が
け
る

☆
種
々
の
病
気
の
発
症
原
因
と
な
る
Ａ
Ｇ
Ｅｓ（
エ
ー
ジ
ス
）

　（
体
内
で
発
症
す
る
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
+
体
外
か
ら
摂
取
す
る
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
）

　
＊
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
：
老
化
に
関
与
す
る
物
質
。糖
化
反
応
に
よ
って
作

ら
れ
た
生
成
物
の
こ
と

　
血
管
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
関
係
に
つい
て
、運
動
習
慣
の
な
い

高
血
圧
症
患
者
を
対
象
に
運
動
療
法（
十
二
週・三
十
分
）を
行
っ

た
結
果
、血
管
内
皮
機
能
の
改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ

な
が
ら
講
義
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
、中
医
体
質
調
査
票（
ア
ン
ケ
ー
ト
）に
最
近
一
年
間

の
自
分
の
状
態
を
答
え
て
提
出
し
診
断
結
果
が
送
付
さ
れ
た
。

令
和
二
年
度
環
境
巡
視
員
等
研
修
会（
県
西
部
）

環
境
専
門
部
会
研
修
会

第
一
回
　
健
康
専
門
部
会
研
修
会

 

【
五
十
嵐
会
長
あ
い
さ
つ
】
要
旨

 

・
七
月
よ
り
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り
、
本
県
で
は
、
十

年
前
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
。
我
々
の
取
組
み
が
日
本
の
モ

デ
ル
と
し
て
広
が
っ
た
と
言
う
感
が
あ
る
。

 

・
今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
富
山
県
が
昨
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
の
選
定
を
受
け
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
。 

連
合
会
の
事
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関

連
を
見
る
と
、
例
え
ば
県
連
合
が
重
点
事
項
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動
」
の
推
進
や
「
み

ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

G
o
a
l
14
の
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
の
目
標
そ
の
も

の
の
活
動
で
あ
る
よ
う
に
、
当
連
合
会
の
活
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
達
成
に
大
き
く
関
連
、
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
今
後
も
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

 

・
人
生
百
年
時
代
に
向
け
て
、
新
し
く
要
介
護
予
防
で
あ
る
フ

レ
イ
ル
対
策
の
推
進
を
掲
げ
た
。
フ
レ
イ
ル
対
策
に
は
、

「
体
力
・
栄
養
・
社
会
参
加
の
推
進
」
の
三
点
が
大
切
で
あ

る
と
言
わ
れ
、
特
に
社

会
参
加
で
は
、
地
域
で

の
活
動
参
加
や
ご
近
所

同
士
の
交
流
活
動
は
、

体
・
心
・
脳
・
口
の
健

康
増
進
が
期
待
さ
れ
、

大
切
で
あ
る
。

   

今
日
の
大
会
を
契
機
に

新
し
い
生
活
様
式
を
一
層

推
進
し
、
コ
ロ
ナ
に
打
ち

克
ち
、
日
本
一
の
健
康
づ

く
り
、
日
本
一
の
環
境
県

づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
皆

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

10ｍ四方のごみの収集ごみの分別と記録作業研修室での講話

（3） （2）

（3） （2）



第
六
十
五
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
を
開
く

　「
環
境
に
や
さ
し
く
　
健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、
令
和
二
年
十
一
月

七
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ

ー
「
コ
ラ
ー
レ
」
で
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
会
場
は
密
を
避
け
、
一
席
を
空
け
て
座
り
普

段
の
半
数
の
席
の
開
会
と
な
っ
た
。

　
演
壇
は
ア
ク
リ
ル
板
で
囲
ま
れ
、
そ
の
中
で
五
十
嵐
務
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続
い
て
富
山
県
知
事（
知

事
代
理
・
石
黒
雄
一
厚
生
部
長
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
地

元
開
催
市
で
あ
る
大
野
久
芳
黒
部
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
県
知
事
表
彰
と
し
て
、
永
年
環
境
保
健
衛
生

に
尽
力
さ
れ
た
個
人
四
氏
と
一
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。
次
い

で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表
彰
と
し
て
、
個
人
の
部
と
し
て

十
一
名
、
団
体
の
部
で
十
一
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

永
年
に
亘
り
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
四
氏
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に

関
す
る
優
秀
壁
新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
表
彰
で
は
、
壁
新
聞
の

部
で
四
名
の
小
学
生
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
二
十
七
名
の
中
学
生

の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
黒
部
市
環
境
衛
生
協

議
会
の
島
哲
雄
氏
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
来
賓
か
ら
富
山
県
議
会
議
長
（
代
理
筱
岡
貞
郎
副
議

長
）、 

辻
泰
久
黒
部
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
活
動
発
表
と
講
演
が
あ
っ
た
。（
別
掲
）

　
終
わ
り
に
大
会
宣
言
案
が
山
本
隆
黒
部
市
環
境
衛
生
協
議
会

副
会
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い

て
石
垣
良
勝
黒
部
市
環
境
衛
生
協
議
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、
次
年
度
の
開
催
は
射
水
市
と
な
っ
た
。

【
活
動
発
表
】

「
は
じ
め
よ
う 

プ
ラ
ス 

エ
シ
カ
ル
〜
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」

　
　
　
　
富
山
県
立
桜
井
高
等
学
校
　
生
活
環
境
科

　
平
成
八
年
度
の
学
科
改
編
で
設
置
さ
れ
た
本
校
の
生
活
環
境

科
で
は
、人
と
環
境
の
か
か
わ
り
に
お
け
る
諸
問
題
を
生
活
者
と

し
て
の
立
場
で
捉
え
、よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
人
材
の
育
成
を
目
標
に
し
て
い
る
。ま
た「
家
庭
」に
関
す
る
専

門
科
目
を
学
び
、生
活
産
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、学
校
で
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、家

庭
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
し
て
、校
外
で
の
交
流
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
。

　
発
表
で
は
、次
の
活
動
に
つい
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

・
高
校
生
が
持
ち
た
く
な
る
エコ
バッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン

・
海
岸
の
清
掃
、ご
み
の
調
査

・
ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
推
進
運
動

・
身
近
な
エコマ
ー
ク
商
品
の
調
査

　
学
校
以
外
の
機
関
と
も
連
携
し
、特
色
あ
る

活
動
の
紹
介
が
あ
り
、若
い
世
代
の
意
欲
的
な
活

動
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
と
共
に
大
変
参
考
に

な
る
発
表
で
あ
っ
た
。

【
講
　
　
演
】

演
題
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
る

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」

一
般
社
団
法
人
で
ん
き
宇
奈
月
　

代
表
理
事
　
大
橋
聡
司
氏

　
こ
の
民
間
組
織
は
、様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
産
学

官
の
連
携
を
主
導
し
、先
駆
的
な
地
域
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
団
体
で
あ
る
。

  

現
在
、宇
奈
月
温
泉
に
お
い
て
、小
水
力
に
よ
る

発
電
と
低
速
電
気
バ
ス
に
よ
る
公
共
交
通
事
業

を
導
入
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
を
構
築
す
る
事
業「
で

ん
き
宇
奈
月
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」を
推
進
し
て
い
る
。

　
平
成
二
十
一
年
か
ら
、地
域
の
主
体
形
成
を
目

的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、温
泉
熱
利

活
用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
。運
行
し
て
い
る
低
速
電
気
バ
ス
Ｅ
Ｍ
Ｕ（
エ
ミ
ュ

ー
）は
宇
奈
月
温
泉
の
象
徴
的
な
乗
り
物
と
な
っ
て
お
り
、県
内

外
か
ら
多
く
の
団
体
等
が
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
も
先
駆
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
の
観
点
か
ら
も
活
力
あ
る
活
動
内
容
に
大
変
学
ぶ
べ
き
も
の

が
多
い
講
演
で
あ
っ
た
。

日
　
時
　
令
和
二
年
九
月
十
七
日（
木
）九
時
三
十
分
〜
十
一
時

場
　
所
　
氷
見
市
海
浜
植
物
園
と
海
岸

参
加
者
　
六
十
九
名

研
修
内
容

「
美
し
い
富
山
湾
の
環
境
保
全
を
目
指
し
て

　
　
〜
海
岸
の
漂
着
ご
み
調
査
研
修
会
〜
」

講
　
師 

（
公
財
）環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

　
　
　
調
査
研
究
部
長
　
吉
森
　
信
和
氏

一
　
漂
着
物
の
調
査

・
海
岸
で
十
メ
ー
ト
ル
四
方
の
中
の
ご

み
を
班
別
に
収
集

・
植
物
園
の
芝
生
広
場
で
、
種
類
ご
と

に
分
別
し
、
個
数
と
重
さ
の
測
定

二
　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調
査
の
方
法

・
海
岸
で
ふ
る
い
を
使
っ
た
選
別
方
法

の
研
修

三
　
研
修
室
で
「
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
」
講
話
を
聞
く

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

　
富
山
県
の
海
岸
の
ご
み
の
約
八
割
は
県
内

か
ら
流
れ
た
ご
み
で
し
た
。

　「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

① 

ご
み
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
。

② 

ご
み
を
減
ら
す
。

③ 

海
・
川

　
　
身
近
な
場
所
を
き
れ
い
に
す
る
。

ま
と
め

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ
て
、

住
ん
で
い
る
富
山
県
を
「
み
ん
な
で
き
れ
い

に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
を
各
地
域
で
継
続

し
活
動
を
す
る
こ
と
が
、
海
岸
の
漂
着
ご
み

発
生
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
せ
ん
ま
い
け
。

第
一
回 

「
富
山
県
の
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
」

日
　
時
　
令
和
二
年
十
一
月
十
八
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
九
時
四
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

会
　
場
　
富
山
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
（
射
水
市
中
太
閤
山
）

参
加
者
　
二
十
三
名

　
富
山
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
内
に
「
環
境
楽
習
室
エ
コ
・
ラ

ボ
と
や
ま
」
が
昨
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
を
機
に
、
環
境

に
関
す
る
こ
と
が
楽
し
く
体
験
で
き
る
施
設
を
見
学
し
、
富
山

県
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
入
場
す
る
と
床
一
面
に
横
た
わ
る
立
体
富
山
県
地
図
（
立
体

メ
ガ
ネ
着
用
）
に
驚
か
さ
れ
た
。
次
に
立
体
的
に
見
え
る
地
球

儀
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
表
の
温
度
が
年
代
を
追
っ
て
推
移
し
て

い
く
様
子
を
色
の
変
化
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
未
来
の
天

気
予
報
図
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
三
十
年
後
に
4.5
℃
上
昇
す
る

と
表
示
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
か
っ
た
。
海
岸
漂
着
物
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
県
内
の
海
岸
漂
着
ご
み
の
80
％
が
県
内
の
ゴ
ミ
な
の

か
？
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
富
山
湾
の
地
形
を
使
っ
て
表
現
し
て

い
た
。
そ
の
他
環
境
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
放
射
線
や
大
気

汚
染
測
定
、
水
質
、
騒
音
の
調
査
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た
。

　「
エ
コ
・
ラ
ボ
と
や
ま
」
は
映
像
に
よ
る
展
示
や
実
験
を
通

じ
て
「
見
て
」・「
ふ
れ
て
」・「
学
ぶ
」
楽
し
い
施
設
で
、
ど

な
た
で
も
見
学
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

日
　
時
　
令
和
二
年
十
一月
二
十
九
日（
日
）午
後
一時
半
〜
四
時
半

場
　
所
　
県
民
会
館
四
〇
一
号
室

参
加
者
　
三
十
八
名

講
　
演 

「
三
大
疾
病
の
予
防
②
心
脳
血
管
疾
患
」

　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
金
沢
大
学
　
許
　
鳳
浩
氏

講
　
義
　
”あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
？
“

☆
血
管
内
皮
細
胞
機
能
と
心
疾
患
合
併
症

　
高
血
圧
　
糖
尿
病
　
脂
質
異
常
症
　
肥
満
　
加
齢

　
喫
煙
　
運
動
不
足
　
閉
経

　
　
　
←

　
血
管
内
皮
傷
害

　
　
　
←

　
動
脈
硬
化
の
発
生
↓
　

進
展
↓
　

破
綻

　
　
　
←

　
心
筋
梗
塞
　
卒
中
　
腎
不
全

☆
動
脈
硬
化
の
三
大
危
険
因
子

　
　
「
高
脂
血
症
」、「
高
血
圧
」、「
喫
煙
」

　
他
に
、糖
尿
病
、痛
風
、肥
満
、ス
ト
レ
ス
、加
齢
、性
差
な
ど

☆
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
に
は
：
予
防
が
大
切
！

　
・
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
　
客
観
的
に
自
分
の
体
を
知
る

　
・
運
動
習
慣
を
つ
け
る

過
度
な
運
動
も
健
康
を
損
な
う

　
・
食
習
慣
を
見
直
す

体
質
や
季
節
に
合
っ
た
食
事
、抗
酸
化
食
品
を
意
識
す
る

　
・
精
神
生
活
を
重
要
視
す
る

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る

　
・
休
養
の
質
を
高
め
る

良
質
な
睡
眠
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン
を
心
が
け
る

☆
種
々
の
病
気
の
発
症
原
因
と
な
る
Ａ
Ｇ
Ｅｓ（
エ
ー
ジ
ス
）

　（
体
内
で
発
症
す
る
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
+
体
外
か
ら
摂
取
す
る
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
）

　
＊
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
：
老
化
に
関
与
す
る
物
質
。糖
化
反
応
に
よ
って
作

ら
れ
た
生
成
物
の
こ
と

　
血
管
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
関
係
に
つい
て
、運
動
習
慣
の
な
い

高
血
圧
症
患
者
を
対
象
に
運
動
療
法（
十
二
週・三
十
分
）を
行
っ

た
結
果
、血
管
内
皮
機
能
の
改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ

な
が
ら
講
義
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
、中
医
体
質
調
査
票（
ア
ン
ケ
ー
ト
）に
最
近
一
年
間

の
自
分
の
状
態
を
答
え
て
提
出
し
診
断
結
果
が
送
付
さ
れ
た
。

令
和
二
年
度
環
境
巡
視
員
等
研
修
会（
県
西
部
）

環
境
専
門
部
会
研
修
会

第
一
回
　
健
康
専
門
部
会
研
修
会

 

【
五
十
嵐
会
長
あ
い
さ
つ
】
要
旨

 

・
七
月
よ
り
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り
、
本
県
で
は
、
十

年
前
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
。
我
々
の
取
組
み
が
日
本
の
モ

デ
ル
と
し
て
広
が
っ
た
と
言
う
感
が
あ
る
。

 

・
今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
富
山
県
が
昨
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
の
選
定
を
受
け
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
。 

連
合
会
の
事
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関

連
を
見
る
と
、
例
え
ば
県
連
合
が
重
点
事
項
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動
」
の
推
進
や
「
み

ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

G
o
a
l
14
の
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
の
目
標
そ
の
も

の
の
活
動
で
あ
る
よ
う
に
、
当
連
合
会
の
活
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
達
成
に
大
き
く
関
連
、
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
今
後
も
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

 

・
人
生
百
年
時
代
に
向
け
て
、
新
し
く
要
介
護
予
防
で
あ
る
フ

レ
イ
ル
対
策
の
推
進
を
掲
げ
た
。
フ
レ
イ
ル
対
策
に
は
、

「
体
力
・
栄
養
・
社
会
参
加
の
推
進
」
の
三
点
が
大
切
で
あ

る
と
言
わ
れ
、
特
に
社

会
参
加
で
は
、
地
域
で

の
活
動
参
加
や
ご
近
所

同
士
の
交
流
活
動
は
、

体
・
心
・
脳
・
口
の
健

康
増
進
が
期
待
さ
れ
、

大
切
で
あ
る
。

   

今
日
の
大
会
を
契
機
に

新
し
い
生
活
様
式
を
一
層

推
進
し
、
コ
ロ
ナ
に
打
ち

克
ち
、
日
本
一
の
健
康
づ

く
り
、
日
本
一
の
環
境
県

づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
皆

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

10ｍ四方のごみの収集ごみの分別と記録作業研修室での講話

（3） （2）

（3） （2）



○
第
六
十
五
回
　
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
時
　
令
和
二
年
十
一
月
七
日（
土
）

　
会
場
　
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
　
コ
ラ
ー
レ

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
山
藤
　
正
治
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
理
事

　
　
　
蔵
　
伊
佐
夫
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
副
会
長

　
　
　
杉
本
　
勝
美
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
副
会
長

　
　
　
根
井
多
美
子
　
南
砺
市
環
境
保
健
協
議
会
理
事

団
体
　
薮
波
地
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会（
小
矢
部
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

前
副
会
長
　
廣
明
　
忠
信
　
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会

前
副
会
長
　
放
生
　
寛
治
　
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会

前
副
会
長
　
浅
生
　
　
修
　
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会

前
常
任
理
事
　
得
永
　
榮
治
　
小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
　
駒
井
　
義
次
（
高
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
田
　
伸
男
（
射
水
市
）

生
活
環
境
改
善
模
範
地
区

　
　
　
　
　
　
　
大
町
一
区
南
部
町
内
会
（
富
山
市
）

　
県
連
合
会
で
は
、昨
年
度
よ
り
県
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
課
題
で

あ
る「
野
菜
の
摂
取
量
」や「
塩
分
の
摂
取
量
」な
ど
に
配
慮
し
た
食

事「
健
食
」を
重
点
事
項
に
掲
げ
て
い
る
。入
善
町
の
取
組
み
が
と
て

も
参
考
に
な
る
こ
と
を
伺
い
、取
組
み
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

●
取
組
み
の
き
っ
か
け

　
平
成
二
十
八
年
度
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、入
善
町
に
お
い
て
血

圧
が
高
い
人
の
割
合
が
県
内
で
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
や
脳
血
管

疾
患
、介
護
認
定
者
の
多
く
が
高
血
圧
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。高
血
圧
を
予
防
し
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
翌
年
か

ら「
減
塩
い
い
ね
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
し
、減
塩・適
塩
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
だ
。

●「
産
学
官
民
」が
連
携
し
た
取
組
み

　
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る「
み
そ
汁
調
査
隊
」の
調
査
結
果
よ
り
、

三
十
〜
五
十
代
の
食
塩
摂
取
量
が
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
こ

で
、全
世
代
へ
減
塩・適
塩
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
、令
和
二
年
度
か

ら「
産
学
官
民
」が
連
携
し
た
取
組
み
を
開
始
し
た
。

【
産
】「
減
塩
い
い
ね
！
協
力
店
」と
い
っ
し
ょ
に

　
協
力
店
と
し
て
認
定
し
た
の
は
、減
塩
食
品
を

販
売
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
や
血
圧
相
談
が
で
き
る
薬

局
。協
力
店
は
、の
ぼ
り
旗
の
設
置
や
減
塩
食
品
の

案
内
看
板
を
作
る
な
ど
し
て
町
と
一
緒
に
、減
塩・

適
塩
を
P
R
し
た
。※
写
真
①

【
学
】小
中
学
生
も
参
加

　「
減
塩
食
品
を
使
っ
た
給
食
メ
ニュ
ー
」を
提
供

し
、校
内
放
送
や
給
食
だ
よ
り
を
通
じ
て
、小
中
学

生
に
減
塩・適
塩
を
学
ん
で
も
ら
っ
た
。※
写
真
②

　
ま
た
、小
学
五・六
年
生
に「
減
塩
い
い
ね
！
作

文
」を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、健
康
を
考
え
た
母
親
の

料
理
へ
の
感
謝
や
親
子
で
減
塩
料
理
を
作
っ
た
体

験
な
ど
百
十
作
品
の
応
募
が
あ
り
、最
優
秀
作
品

を
朗
読
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

【
官
】「
減
塩
い
い
ね
！
週
間
」は
毎
月
第
三
週

　
減
塩・適
塩
の
推
進
を
目
的
に
、令
和
二
年
七
月
か
ら
毎
月
第
三

週
を「
減
塩
い
い
ね
！
週
間
」に
制
定
。高
血
圧
を
学
ぶ
機
会
と
し
て

二
月
二
十
三
日
講
演
会
を
開
催
し
た
。

【
民
】「
み
そ
汁
調
査
隊
」が
活
躍

　「
み
そ
汁
調
査
隊
」が
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
の
他
、普
段
食
べ
て
い

る
食
品
や
減
塩
食
品
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。九
割
以
上
が
適

塩・薄
味
の
み
そ
汁
で
あ
っ
た
。

と
や
ま
環
境
フ
ェ
アｗｅ
ｂ
参
加

　
令
和
二
年
度
の「
と
や
ま
環
境
フェア
」は
、コ

ロ
ナ
の
た
め
開
催
が
中
止
に
な
り
、代
替
え
と
し

て
、十
二
月
一日
〜一月
十
一日
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
でｗｅ
ｂ
開
催
さ
れ
た
。

　
当
連
合
会
もｗｅ
ｂ
開
催
に
参
加
す
べ
く
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、参
加
し
た
。例
年
の
環

境
フェア
で
展
示
し
て
い
る「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
」の
優
秀
ポ
ス

タ
ー・
壁
新
聞
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
。

フ
ァ
ボ
ー
レ「
ポ
ス
タ
ー
」並
び
に「
壁
新
聞
」展
示
会
開
催
報
告

 

今
年
度
の「
と
や
ま
環
境
フェア
」が
中
止
に
な
り
、ポ
ス
タ
ー・壁
新

聞
の
展
示
が
で
き
な
い
た
め
、急
遽
十
二
月
三
日
〜
九
日
の一週
間
、

富
山
市
の
フ
ァ
ボ
ー
レ
二
階
の
広
場
で
展
示
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
度
は
、例
年
の
半
分
ほ
ど
の
応
募
で
、小
学
校
の
壁
新
聞
の

部
は
四
点
、中
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
の
部
は
五
百
二
十
一
点
の
応
募
が

あ
り
、会
場
で
優
秀
作
品
三
十
三
作
品（
最
優
秀
賞
四
点
、優
秀
賞

八
点
、佳
作
二
十
一点
）を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
た
。

　
何
人
も
の
人
が
足
を
止
め
、作
品
を
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
。

〜
使
い
き
り
　
食
べ
き
り
　
す
っ
き
り
　
エ
コ
ラ
イ
フ
〜

日
　
時
　
十
二
月
十
六
日（
水
）
午
後
一
時
半
〜
十
六
時
半

会
　
場
　
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

参
加
者
　
四
百
八
十
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
）

　
　
　
　
内
当
連
合
会
か
ら
四
十
五
名
参
加

　
富
山
県
初
の
開
催
で
、
食
品
を
無
駄
に
せ
ず
食
べ
き
る
重
要

性
を
再
認
識
し
た
大
会
と
な
っ
た
。

　
新
田
八
朗
知
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
野
上
浩
太
郎
農
林
水
産

大
臣
と
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
た
。
小
泉
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
富
山
県
は
二
〇

〇
八
年
か
ら
レ
ジ
袋
削
減
に
全
県
的
に
取
り
組
ん
だ
先
進

県
」
と
述
べ
た
。

　
食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
井
出
留
美
氏
が
「
賞
味
期
限
の
ウ

ソ
　
食
品
ロ
ス
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の

か
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
た
。

　
日
本
で
年
間
六
百
十
二
万
ト
ン
の

食
品
が
廃
棄
さ
れ
、
内
約
半
分
が
家

庭
か
ら
だ
と
い
う
現
状
を
説
明
。
Ｅ

Ｕ
各
国
の
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
が
紹

介
さ
れ
、
家
庭
で
で
き
る
十
項
目
の

削
減
策
を
挙
げ
た
。

　
終
わ
り
に
「
食
べ
物
は
い
の
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

一
人
ひ
と
り
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
述
べ
た
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
牛
久
保
明
邦
東
京
農
大
名
誉
教

授
の
進
行
で
食
品
関
連
事
業
者
ほ
か
計
五
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

「
地
域
で
挑
む
商
習
慣
の
見
直
し
〜
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。
六
人
は
食
品
業
界
の
商
習
慣

「
１
／
３
ル
ー
ル
」
の
緩
和
策
、「
３
０
１
５
運
動
」
の
推
進
等

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、「
企
業
単
体
で
は
難
し
く
、
消
費

者
と
業
界
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
と
め
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
大
会
を
機
に
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
食
品
ロ

ス
半
減
の
た
め
に
商
習
慣
の
見
直
し
等
、
消
費
者
、
事
業
者
、

行
政
が
連
携
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
組
み
を
一
層

加
速
さ
せ
る
旨
の
大
会
宣
言
で
閉
会
し
た
。

富
山
県
食
品
ロ
ス・食
品
廃
棄
物
削
減
優
良
活
動
表
彰
を
受
賞

　
県
連
合
会
も
構
成
団
体
で
あ
る
「
富
山
県
食
品
ロ
ス
・
食

品
廃
棄
物
削
減
推
進
県
民
会
議
」
が
十
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
今
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
、
標
記
表
彰
を
受
賞

さ
れ
た
。
小
矢
部
市
協
議
会
は
、「
３
０
１
５
運
動
」
の
啓
発

活
動
の
推
進
等
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
年
度
も
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま

い
け
大
作
戦
」
が
全
市
町
村
に
お
い
て
六
月
か
ら
九
月
に
実
施

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
例
年
と
違
い
、
一
斉
実
施
で
は

な
く
、
地
区
ご
と
に
実
施
し
た
市
町
村
も
あ
っ
た
。
参
加
者
数

も
例
年
の
半
分
ほ
ど
の
一
万
四
千
人

ほ
ど
で
、
マ
ス
ク
を
し
て
活
動
さ
れ

た
。

　
お
陰
で
富
山
が
本
当
に
き
れ
い
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
河
川
の
上
流
か
ら

下
流
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
ご
み
の

河
川
や
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ
取
組
み

を
一
層
推
進
し
、
次
の
世
代
に
「
美

し
い
富
山
湾
」
を
引
き
継
ぎ
た
い
と

願
う
も
の
で
す
。

活
動
報
告

実
施
団
体
名
　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会

事
業
の
目
的
・
ね
ら
い

  

青
井
谷
地
区
に
お
い
て
、
小
学
生
児
童
が
農
業
用
た
め
池
を

見
学
し
て
地
域
の
方
に
役
割
等
の
説
明
を
受
け
、
水
を
抜
い

て
の
清
掃
等
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
を
守
り
な
が

ら
の
環
境
保
全
活
動
の
大
切
さ
を
、
世
代
を
つ
な
ぎ
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

事
業
の
内
容

⑴
期
日
　
令
和
二
年
十
月
三
十
日（
金
）午
前

⑵
場
所
　
射
水
市
青
井
谷
地
区
引
面
池

⑶
事
業
の
内
容

　
①
参
加
者
・
連
携
団
体

　
　
青
井
谷
町
内
会
、
金
山
小
学
校

　
　
児
童
・
保
護
者
・
高
齢
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
四
十
名

　
②
事
業
の
概
要

　
金
山
小
学
校
児
童
が
校
区
内
の
青
井
谷
地
区
に
お
い
て
管

理
の
た
め
に
水
を
抜
い
た
農
業
用
た
め
池
を
観
察
し
、
保
護

者
・
町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
自
然
環
境
を
守
る

た
め
に
里
山
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。

　
③
参
加
者
の
感
想

第
四
回
食
品
ロ
ス
削
減
全
国
大
会 

in 

富
山

トークセッション

小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

射
水
市

「
地
域
の
灌
漑
に
係
る

　自
然
と
の
共
生
と
環
境
保
全
」

三
世
代
環
境
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業

〈
小
学
生
〉

・
た
め
池
に
は
、ぼ
く
の
知
ら
な
い
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。で
も
池
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
危
険
な

外
来
種
も
い
る
け
ど
今
年
は
少
な
い
と
聞
い
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

・
私
は
た
め
池
見
学
を
し
て
、た
め
池
が
き
れ
い
な
こ
と
、生
き

物
が
た
く
さ
ん
い
る
の
は
、た
め
池
を
考
え
る
地
域
の
人
が
い

る
か
ら
で
、地
域
の
人
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
ぼ
く
は
た
め
池
の
先
生
か
ら
た
め
池
の
大
切
さ
を
聞
い
て
、今

ま
で
た
め
池
は
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
る
池
と
思
っ
て
い
た
の

で
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

〈
大
人
〉

・
す
で
に
里
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
生
物
も
た
め
池
に
生
存
し
て

お
り
懐
か
し
く
、子
供
の
世
代
に
地
元
の
自
然
と
触
れ
合
う

機
会
を
提
供
で
き
て
よ
か
っ
た
。

⑷ 

事
業
の
成
果

　
四
十
名
の
参
加
を
得
て
、
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

地
元
で
行
わ
れ
て
い
る
里
山
管
理
や
地
域
の
自
然
環
境
と
保

全
の
取
組
み
を
児
童
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦

　
　
　
　ー
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
ー

9月20日
　小矢部市津沢小矢部川清掃美化

表
　彰

地球温暖化防止に関するポスター最優秀賞

射水市立新湊中学校　2年　鳥本　莉未高岡市立志貴野中学校　3年　原　愛梨沙 入善町立入善西中学校　1年　清水　愛生

「
減
塩
・
適
塩
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　〜
入
善
町
減
塩
い
い
ね
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

か
ん
が
い

ひ
き
づ
ら

①②

（5） （4）

（5） （4）



○
第
六
十
五
回
　
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
時
　
令
和
二
年
十
一
月
七
日（
土
）

　
会
場
　
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
　
コ
ラ
ー
レ

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
山
藤
　
正
治
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
理
事

　
　
　
蔵
　
伊
佐
夫
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
副
会
長

　
　
　
杉
本
　
勝
美
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
副
会
長

　
　
　
根
井
多
美
子
　
南
砺
市
環
境
保
健
協
議
会
理
事

団
体
　
薮
波
地
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会（
小
矢
部
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

前
副
会
長
　
廣
明
　
忠
信
　
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会

前
副
会
長
　
放
生
　
寛
治
　
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会

前
副
会
長
　
浅
生
　
　
修
　
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会

前
常
任
理
事
　
得
永
　
榮
治
　
小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
　
駒
井
　
義
次
（
高
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
田
　
伸
男
（
射
水
市
）

生
活
環
境
改
善
模
範
地
区

　
　
　
　
　
　
　
大
町
一
区
南
部
町
内
会
（
富
山
市
）

　
県
連
合
会
で
は
、昨
年
度
よ
り
県
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
課
題
で

あ
る「
野
菜
の
摂
取
量
」や「
塩
分
の
摂
取
量
」な
ど
に
配
慮
し
た
食

事「
健
食
」を
重
点
事
項
に
掲
げ
て
い
る
。入
善
町
の
取
組
み
が
と
て

も
参
考
に
な
る
こ
と
を
伺
い
、取
組
み
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

●
取
組
み
の
き
っ
か
け

　
平
成
二
十
八
年
度
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、入
善
町
に
お
い
て
血

圧
が
高
い
人
の
割
合
が
県
内
で
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
や
脳
血
管

疾
患
、介
護
認
定
者
の
多
く
が
高
血
圧
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。高
血
圧
を
予
防
し
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
翌
年
か

ら「
減
塩
い
い
ね
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
し
、減
塩・適
塩
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
だ
。

●「
産
学
官
民
」が
連
携
し
た
取
組
み

　
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る「
み
そ
汁
調
査
隊
」の
調
査
結
果
よ
り
、

三
十
〜
五
十
代
の
食
塩
摂
取
量
が
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
こ

で
、全
世
代
へ
減
塩・適
塩
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
、令
和
二
年
度
か

ら「
産
学
官
民
」が
連
携
し
た
取
組
み
を
開
始
し
た
。

【
産
】「
減
塩
い
い
ね
！
協
力
店
」と
い
っ
し
ょ
に

　
協
力
店
と
し
て
認
定
し
た
の
は
、減
塩
食
品
を

販
売
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
や
血
圧
相
談
が
で
き
る
薬

局
。協
力
店
は
、の
ぼ
り
旗
の
設
置
や
減
塩
食
品
の

案
内
看
板
を
作
る
な
ど
し
て
町
と
一
緒
に
、減
塩・

適
塩
を
P
R
し
た
。※
写
真
①

【
学
】小
中
学
生
も
参
加

　「
減
塩
食
品
を
使
っ
た
給
食
メ
ニュ
ー
」を
提
供

し
、校
内
放
送
や
給
食
だ
よ
り
を
通
じ
て
、小
中
学

生
に
減
塩・適
塩
を
学
ん
で
も
ら
っ
た
。※
写
真
②

　
ま
た
、小
学
五・六
年
生
に「
減
塩
い
い
ね
！
作

文
」を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、健
康
を
考
え
た
母
親
の

料
理
へ
の
感
謝
や
親
子
で
減
塩
料
理
を
作
っ
た
体

験
な
ど
百
十
作
品
の
応
募
が
あ
り
、最
優
秀
作
品

を
朗
読
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

【
官
】「
減
塩
い
い
ね
！
週
間
」は
毎
月
第
三
週

　
減
塩・適
塩
の
推
進
を
目
的
に
、令
和
二
年
七
月
か
ら
毎
月
第
三

週
を「
減
塩
い
い
ね
！
週
間
」に
制
定
。高
血
圧
を
学
ぶ
機
会
と
し
て

二
月
二
十
三
日
講
演
会
を
開
催
し
た
。

【
民
】「
み
そ
汁
調
査
隊
」が
活
躍

　「
み
そ
汁
調
査
隊
」が
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
の
他
、普
段
食
べ
て
い

る
食
品
や
減
塩
食
品
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。九
割
以
上
が
適

塩・薄
味
の
み
そ
汁
で
あ
っ
た
。

と
や
ま
環
境
フ
ェ
アｗｅ
ｂ
参
加

　
令
和
二
年
度
の「
と
や
ま
環
境
フェア
」は
、コ

ロ
ナ
の
た
め
開
催
が
中
止
に
な
り
、代
替
え
と
し

て
、十
二
月
一日
〜一月
十
一日
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
でｗｅ
ｂ
開
催
さ
れ
た
。

　
当
連
合
会
もｗｅ
ｂ
開
催
に
参
加
す
べ
く
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、参
加
し
た
。例
年
の
環

境
フェア
で
展
示
し
て
い
る「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
」の
優
秀
ポ
ス

タ
ー・
壁
新
聞
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
。

フ
ァ
ボ
ー
レ「
ポ
ス
タ
ー
」並
び
に「
壁
新
聞
」展
示
会
開
催
報
告

 

今
年
度
の「
と
や
ま
環
境
フェア
」が
中
止
に
な
り
、ポ
ス
タ
ー・壁
新

聞
の
展
示
が
で
き
な
い
た
め
、急
遽
十
二
月
三
日
〜
九
日
の一週
間
、

富
山
市
の
フ
ァ
ボ
ー
レ
二
階
の
広
場
で
展
示
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
度
は
、例
年
の
半
分
ほ
ど
の
応
募
で
、小
学
校
の
壁
新
聞
の

部
は
四
点
、中
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
の
部
は
五
百
二
十
一
点
の
応
募
が

あ
り
、会
場
で
優
秀
作
品
三
十
三
作
品（
最
優
秀
賞
四
点
、優
秀
賞

八
点
、佳
作
二
十
一点
）を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
た
。

　
何
人
も
の
人
が
足
を
止
め
、作
品
を
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
。

〜
使
い
き
り
　
食
べ
き
り
　
す
っ
き
り
　
エ
コ
ラ
イ
フ
〜

日
　
時
　
十
二
月
十
六
日（
水
）
午
後
一
時
半
〜
十
六
時
半

会
　
場
　
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

参
加
者
　
四
百
八
十
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
）

　
　
　
　
内
当
連
合
会
か
ら
四
十
五
名
参
加

　
富
山
県
初
の
開
催
で
、
食
品
を
無
駄
に
せ
ず
食
べ
き
る
重
要

性
を
再
認
識
し
た
大
会
と
な
っ
た
。

　
新
田
八
朗
知
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
野
上
浩
太
郎
農
林
水
産

大
臣
と
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
た
。
小
泉
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
富
山
県
は
二
〇

〇
八
年
か
ら
レ
ジ
袋
削
減
に
全
県
的
に
取
り
組
ん
だ
先
進

県
」
と
述
べ
た
。

　
食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
井
出
留
美
氏
が
「
賞
味
期
限
の
ウ

ソ
　
食
品
ロ
ス
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の

か
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
た
。

　
日
本
で
年
間
六
百
十
二
万
ト
ン
の

食
品
が
廃
棄
さ
れ
、
内
約
半
分
が
家

庭
か
ら
だ
と
い
う
現
状
を
説
明
。
Ｅ

Ｕ
各
国
の
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
が
紹

介
さ
れ
、
家
庭
で
で
き
る
十
項
目
の

削
減
策
を
挙
げ
た
。

　
終
わ
り
に
「
食
べ
物
は
い
の
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

一
人
ひ
と
り
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
述
べ
た
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
牛
久
保
明
邦
東
京
農
大
名
誉
教

授
の
進
行
で
食
品
関
連
事
業
者
ほ
か
計
五
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

「
地
域
で
挑
む
商
習
慣
の
見
直
し
〜
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。
六
人
は
食
品
業
界
の
商
習
慣

「
１
／
３
ル
ー
ル
」
の
緩
和
策
、「
３
０
１
５
運
動
」
の
推
進
等

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、「
企
業
単
体
で
は
難
し
く
、
消
費

者
と
業
界
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
と
め
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
大
会
を
機
に
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
食
品
ロ

ス
半
減
の
た
め
に
商
習
慣
の
見
直
し
等
、
消
費
者
、
事
業
者
、

行
政
が
連
携
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
組
み
を
一
層

加
速
さ
せ
る
旨
の
大
会
宣
言
で
閉
会
し
た
。

富
山
県
食
品
ロ
ス・食
品
廃
棄
物
削
減
優
良
活
動
表
彰
を
受
賞

　
県
連
合
会
も
構
成
団
体
で
あ
る
「
富
山
県
食
品
ロ
ス
・
食

品
廃
棄
物
削
減
推
進
県
民
会
議
」
が
十
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
今
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
、
標
記
表
彰
を
受
賞

さ
れ
た
。
小
矢
部
市
協
議
会
は
、「
３
０
１
５
運
動
」
の
啓
発

活
動
の
推
進
等
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
年
度
も
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま

い
け
大
作
戦
」
が
全
市
町
村
に
お
い
て
六
月
か
ら
九
月
に
実
施

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
例
年
と
違
い
、
一
斉
実
施
で
は

な
く
、
地
区
ご
と
に
実
施
し
た
市
町
村
も
あ
っ
た
。
参
加
者
数

も
例
年
の
半
分
ほ
ど
の
一
万
四
千
人

ほ
ど
で
、
マ
ス
ク
を
し
て
活
動
さ
れ

た
。

　
お
陰
で
富
山
が
本
当
に
き
れ
い
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
河
川
の
上
流
か
ら

下
流
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
ご
み
の

河
川
や
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ
取
組
み

を
一
層
推
進
し
、
次
の
世
代
に
「
美

し
い
富
山
湾
」
を
引
き
継
ぎ
た
い
と

願
う
も
の
で
す
。

活
動
報
告

実
施
団
体
名
　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会

事
業
の
目
的
・
ね
ら
い

  

青
井
谷
地
区
に
お
い
て
、
小
学
生
児
童
が
農
業
用
た
め
池
を

見
学
し
て
地
域
の
方
に
役
割
等
の
説
明
を
受
け
、
水
を
抜
い

て
の
清
掃
等
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
を
守
り
な
が

ら
の
環
境
保
全
活
動
の
大
切
さ
を
、
世
代
を
つ
な
ぎ
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

事
業
の
内
容

⑴
期
日
　
令
和
二
年
十
月
三
十
日（
金
）午
前

⑵
場
所
　
射
水
市
青
井
谷
地
区
引
面
池

⑶
事
業
の
内
容

　
①
参
加
者
・
連
携
団
体

　
　
青
井
谷
町
内
会
、
金
山
小
学
校

　
　
児
童
・
保
護
者
・
高
齢
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
四
十
名

　
②
事
業
の
概
要

　
金
山
小
学
校
児
童
が
校
区
内
の
青
井
谷
地
区
に
お
い
て
管

理
の
た
め
に
水
を
抜
い
た
農
業
用
た
め
池
を
観
察
し
、
保
護

者
・
町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
自
然
環
境
を
守
る

た
め
に
里
山
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。

　
③
参
加
者
の
感
想

第
四
回
食
品
ロ
ス
削
減
全
国
大
会 

in 

富
山

トークセッション

小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

射
水
市

「
地
域
の
灌
漑
に
係
る

　自
然
と
の
共
生
と
環
境
保
全
」

三
世
代
環
境
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業

〈
小
学
生
〉

・
た
め
池
に
は
、ぼ
く
の
知
ら
な
い
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。で
も
池
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
危
険
な

外
来
種
も
い
る
け
ど
今
年
は
少
な
い
と
聞
い
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

・
私
は
た
め
池
見
学
を
し
て
、た
め
池
が
き
れ
い
な
こ
と
、生
き

物
が
た
く
さ
ん
い
る
の
は
、た
め
池
を
考
え
る
地
域
の
人
が
い

る
か
ら
で
、地
域
の
人
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
ぼ
く
は
た
め
池
の
先
生
か
ら
た
め
池
の
大
切
さ
を
聞
い
て
、今

ま
で
た
め
池
は
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
る
池
と
思
っ
て
い
た
の

で
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

〈
大
人
〉

・
す
で
に
里
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
生
物
も
た
め
池
に
生
存
し
て

お
り
懐
か
し
く
、子
供
の
世
代
に
地
元
の
自
然
と
触
れ
合
う

機
会
を
提
供
で
き
て
よ
か
っ
た
。

⑷ 

事
業
の
成
果

　
四
十
名
の
参
加
を
得
て
、
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

地
元
で
行
わ
れ
て
い
る
里
山
管
理
や
地
域
の
自
然
環
境
と
保

全
の
取
組
み
を
児
童
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦

　
　
　
　ー
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
ー

9月20日
　小矢部市津沢小矢部川清掃美化

表
　彰

地球温暖化防止に関するポスター最優秀賞

射水市立新湊中学校　2年　鳥本　莉未高岡市立志貴野中学校　3年　原　愛梨沙 入善町立入善西中学校　1年　清水　愛生

「
減
塩
・
適
塩
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　〜
入
善
町
減
塩
い
い
ね
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

か
ん
が
い

ひ
き
づ
ら

①②

（5） （4）

（5） （4）



編

集

後

記

編

集

後

記

第
六
十
三
回
定
期
総
会
報
告

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

県
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

第65回　富山県環境保健衛生大会

　
令
和
二
年
五
月
二
十
日
に
開
催
予
定
の
第
六
十
三
回
定
期
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
常
任
理

事
・
理
事
百
名
に
議
案
書
と
書
面
議
決
書
を
送
付
し
開
催
し
た
。

返
信
の
あ
っ
た
書
面
議
決
書
は
、
九
十
一
通
あ
り
、
次
の
四
議
案

全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

【
第
一
号
議
案
】
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
に
関
す
る
件

【
第
二
号
議
案
】
令
和
二
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
関
す
る
件
　

【
第
三
号
議
案
】
第
六
十
五
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
の
開

催
に
関
す
る
件  

【
第
四
号
議
案
】
令
和
二
年
度
本
会
役
員（
案
）の
承
認
に
関
す
る
件

　
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
って
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　
日
本
で
も
全
国
的
に
感
染
者
が
多
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
国
会
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、体
調
不
良
で
安
部
首
相
が
辞
任
し
、

新
し
く
菅
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
連
合
会
で
も
総
会
や
各
行
事
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、十
一
月
と

十
二
月
に
大
き
な
大
会
が
三
密
を
避
け
、マ
ス
ク
着
用
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
災
害
を
引
き
起
こ
す
地
球
温
暖
化
、そ
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
私
達
一
人
一
人
が
よ
り
強
い
意
思
と
や
さ
し
い
気
づ
か
い
を

も
って
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
延
期
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
無
事
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」が
小
惑

星
か
ら
地
球
に
試
料
を
持
ち

帰
る
こ
と
に
成
功
し
、い
ろ
い
ろ

な
面
で
期
待
さ
れ
て
い
る
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
編
集
委
員
会
も
変
わ
り
、令

和
二
年
度
は
、「
二
十
二
号
」一

回
だ
け
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
放
生
前
委
員
長
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
後

も
委
員
と
し
て
協
力
頂
け
る
の
で
心
強
く
思
って
お
り
ま
す
。

　
尾
田
新
委
員
長
の
も
と
皆
様
に
良
い
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

寺
田
　
記会長感謝状

県知事表彰

小中学生　ポスター・壁新聞表彰

会長表彰

令和2年11月7日（土）　場所：黒部市国際文化センターコラーレ

　
十
一
月
二
十
七
日
、当
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
。

　
県
連
や
市
町
村
協
議
会
の

事
業
を
掲
載
し
て
い
く
予
定
。

「
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連

合
会
」
で
検
索
。
ス
マ
ホ
で

も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

令
和
二
年
度
役
員

【
会
　
　
長
】

【
副
会
長
】

〃
　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃

【
専
務
理
事
】

【
監
　
　

事
】新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新

【
常
任
理
事
】

〃〃
　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃〃〃

【
常
任
理
事
】新

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

新
〃〃〃

　
　

〃
　

新

　
　

〃
　

再
〃〃

　

　
〃
　

新

五
十
嵐
　
務

麦
島
　
紀
長

林
　
　
信
義

尾
田
　
喜
則

吉
田
　
裕
造

松
丘
　
弘
光

浦
出
　
義
一

浦
出
　
義
一

石
瀬
　
義
明

井
上
　
和
正

白
沢
　
富
治

白
江
　
祐
一

長
澤
　
邦
男

山
森
　
　
潔

村
上
　
公
生

林
　
　
泰
彦

坂
上
　
幸
義

駒
井
　
義
次

蔵
　
伊
佐
夫

杉
本
　
勝
美

石
垣
　
良
勝

谷
口
　
和
子

大
森
　
裕
一

長
勢
　
静
雄

神
田
　
忠
信

久
田
　
良
光

広
嶋
　
寿
雄

萩
原
　
　
勉

串
田
　
伸
男

林
原
　
克
巳

放
生
　
寛
治

井
上
五
三
男

大
塚
　
千
代

南
　
　
昭
仁

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

（
県
東
部
地
区
Ａ
入
善
町
）

（
県
東
部
地
区
Ｂ
滑
川
市
）

（
県
西
部
地
区
Ａ
射
水
市
）

（
県
西
部
地
区
Ｂ
南
砺
市
）

（
副
会
長
兼
務
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
県
東
部
地
区
上
市
町
）

（
県
西
部
地
区
小
矢
部
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

（
黒
部
市
）

（
入
善
町
）

（
朝
日
町
）

（
魚
津
市
）

（
滑
川
市
）

（
上
市
町
）

（
立
山
町
）

（
舟
橋
村
）

（
射
水
市
）

（
射
水
市
）

（
氷
見
市
）

（
砺
波
市
）

（
南
砺
市
）

（
小
矢
部
市
）

　
令
和
三
年
一
月
二
十
日（
水
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
で
、
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
県
主
催
の
「
県
民
総
参
加
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
連
合
会
も
今
年
度
よ
り
、
事
業
計
画
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
掲
載
し
て
活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
研
修
を

深
め
る
た
め
副
会
長
、
広
報
委
員
八
名
が
参
加
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、「
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

－

新
次
元
の
町
づ
く

り

－

」
と
題
し
て
株
式
会
社
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
研
究
所
　
代

表
取
締
役
関
幸
子
氏
が
講
演
さ
れ
た
。
関
氏
は
、
二
〇
一
八
年
か

ら
内
閣
府
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
評
価
・
調
査
検
討
委
員
を
さ
れ

て
お
り
、
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
施
策
を
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

少
子
化
問
題
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
地

方
に
お
い
て
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
つ

つ
、
環
境
等
に
配
慮
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

５
Ｇ
を
活
用
し
た
経
済
活
動
の
新
た
な

創
出
が
、
鍵
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
ま

た
、
人
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組
み
、
北
酸
株
式
会
社
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

https://www.toyama-kanhoeiren.org/
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